
3.2.1 【報告３】浜松市 初期日本語指導拠点校「にじ」

佐々木しのぶ



小学校

中学校

浜松市の状況

28か国・28言語

「外国人子供教育支援推進事業」説明資料（浜松市教育委員会）

公立小中学校に在籍する外国籍児童生徒数の推移

浜松市
約78万人

（外国人市民 約4%）

要日本語指導
児童生徒等

1504人



にじの指導体制

◆通級対象    小学6年生・中学生年齢で初めて日本の
学校に就学する生徒

◆通級期間    10週間（週１日は在籍校登校）

◆「浜北教室」時間割 ＊「江南教室」在籍校登校は金曜

月 火 水 木 金

1

在籍校
登校

日本語（文型・表現）

2 数学 社会 数学 数学

3 日本語（文型・表現）

4 日本語（文字・語彙）

5 英語 学活 英語 学活

◆受入れ頻度 隔週

R４開設
にじ「江南教室」
（江南中学校 内）  

R6開設
にじ「浜北教室」
（浜北北部中学校 内）  

週４日×５時間
×10週

＝200時間

◆指導者 教員１名、外国人児童生徒教科指導員２名、日本      
語・学習支援者２名、就学サポーター（随時）

浜松市地図



にじの指導目標

日本の学校生活適応指導及び日本語基礎指導、

教科の基礎的な補習を受けることで、

在籍校への円滑な適応を図る。



指導目標のマトリクス

支援の視点

学びの段階

スキル
（学びと言語）

アイデンティティ
（自己と進路）

①参加する
（学校生活への適応）

日本語学習への不安の軽減 安心できる環境づくり

②広げる
（学びの展開）

日本語と教科の関連づけ 協働を通した自己表現

③見通す
（進路の見通し）

学びの見通し 進路の見通し



段階目標 Hop
にじの生活に慣れよう

Step
日本の文化・生活に慣れよう

Jump
在籍校の生活に近づこう

週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

初期適応 挨拶、体調、身の回りのものの名前、教科名、時間割など

日本語
基礎

文型 名詞文 形容詞文・動詞文

文字語彙 ひらがな・語彙 カタカナ・語彙 漢字（100字程度）・語彙

技
能
別
日
本
語

読む レベル別日本語多読ライブラリー・絵本など
国語

リライト教材

書く
感想 1分間スピーチ（日直）・在籍校登校日の感想・生活日記

作文 「This is Me」（修了スピーチ）メモ・構成 母語作文・日本語作文

日本語と教科の
統合学習

数学（算数）・社会・英語（外国語）の内容と日本語を統合した学習

教科の補習 母国での未習分野や在籍校での学習内容の補完

母文化・多文化共生・
キャリア教育など

ロールモデルとの座談会、日本人学校との交流、ピア・サポート、
調理実習、進学ガイダンス等

指導カリキュラム



◆基本冊子 ◆スライド教材 ◆補助教材

①参加する オリジナル日本語教材



①参加する 在籍級との関わり

◆登校時のチャレンジ

クラスメートの好きなもの Google レンズを使う



◆教室内の表示 ◆１人１役

日本語を使う場面づくり

◆在籍校登校日の感想発表

①参加する

月 日  曜日、私は 学校へ
行きました。 時間目、 を勉強しま
した。給食は がおいしかったです。
楽しかったです。・さみしかったです。・
つかれました。・ 。

写真

写真



◆心の天気

安心できる環境づくり

◆アンケート、面談

①参加する

◆ピア・サポート

写真



◆漢字＋むかしの暮らし

日本語と教科の関連づけ

◆ある・ない＋動物の
なかま

②広げる

◆紹介文＋英語教材

縄文時代のイラストから語彙
を見つけ、漢字で表記する

イラスト

代名詞を使って
他己紹介をする

イラスト

脊椎動物は、背骨がある。
無脊椎動物は、背骨がない。



②広げる 日本語と教科の関連づけ

◆ターゲット文の明示 ◆文章題の導入（数学科） ◆資料をもとに理由を
説明する（社会科）

キーワードを
母語でも
メモするターゲット文

「～を Xと する」

九州地方の工業がなぜ変
化したか、理由を考える

連立方程式の
リライト文

写真 写真



協働を通した自己表現②広げる

◆助け合いの連鎖 ◆発表 ◆学級活動

写真

写真

写真写真

写真 写真



③見通す 学びの見通し

◆わたしの辞書◆教科書、ノート、ICT活用

写真

写真

写真

写真



③見通す

◆修了式スピーチ発表「This is Me」

学びの見通し

思考ツールを
使って

日本語 母語

写真

写真写真



③見通す

◆進学ガイダンス

将来の見通し



◆日本人学校との交流

③見通す

◆ロールモデルとの座談会

将来の見通し

◆にじ修了生の職業体験

写真

写真

写真

写真



「にじ」の役割

②母国での学びや強みを  
活かして、学びを育む

③在籍校と情報を共有し、
学びをつなぐ

①安心して学べる環境を整える



「にじ」の課題

③在籍校と情報を
共有し、学びを
つなぐ

②母国での学びや
強みを活かして、

   学びを育む

①安心して学べる
環境を整える

母語話者が少なく、子どもや保護者の不安
などを十分に受け止めることができない。

母語やこれまでの学びを活かす授業の
工夫を広める仕組みが十分でない。

在籍校の状況により、にじ修了後の支援や
学びの接続に差が生じる場合がある。

→実践例の共有、研修の活用

→指導人員の確保、地域支援との連携

→在籍校との継続的な連携、担当者を支える体制



【参考資料】

・「外国人子供教育支援推進事業」説明資料
    浜松市教育委員会教育支援課外国人支援グループ

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/documents/85593/gaikokujinkodomo
kyouikushiensuishinjigyou.pdf

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/documents/85593/gaikokujinkodomokyouikushiensuishinjigyou.pdf
https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/documents/85593/gaikokujinkodomokyouikushiensuishinjigyou.pdf
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